
五
十
年
に

一
度
の

大
法
要
が
好
天
に
恵

ま
れ
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
場
準
備
や
賄
い

下
準
備
が
前
日
か
ら

近
在
の
ご
法
中
（
僧

侶
）

九
名
に
よ
る
お

勤
め
は
雅
楽
入
り
で

厳
か
に
勤
ま
り
、
お

参
り
い
た
だ
い
た
ご

門
徒
の
皆
様
と

一
緒

に
正
信
偈
を
お
勤
め

し
た
後
、
節
談
説
教

の
第

一
人
者
で
も
あ

る
藤
野
宗
城
師
に
よ

る
記
念
法
話
で
昼
の

進
め
ら
れ
、
当
日
も

午
前
中
か
ら
準
備
が

始
ま
り
万
全
を
期
し

て
法
要
本
番
が
午
後

二
時
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

座
が
終
わ
り
、
夜
は

正
信
偈
の
唱
和
と
御

俗
抄
の
拝
読
の
後
、

金
森
昭
憲
師
に
よ
る

琵
琶
説
法
と
、
わ
た

む
き
邦
楽
の
会

「夢

絃
」
の
皆
さ
ま
に
よ

る
琴

・
尺
八
の
演
奏

と
語
り
で
優
雅
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
天
候

も
崩
れ
ず
、
予
定
通

り
庭
儀
お
練
り
が
午

前
九
時
の
宿
勤
め
の

後
、
寺
役
員

・
寺
族

ほ
か
、
晴
れ
や
か
な

装
束
を
着
た
お
稚
児

さ
ん
三
十
四
名
と
保

護
者
、
七
条
袈
裟
を

本
堂
で
の
ご
満
座

法
要
は
前
日
同
様
、

雅
楽
が
入

っ
て
の
お

勤
め
が
あ
り
、
満
堂

の
本
堂
に
お
念
仏
の

声
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。
ご
法
中
と
稚
児

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

本
堂
内
陣
で
の
行
道

身
に
ま
と

っ
た
八
名

の
僧
侶
、
朱
傘
二
本

に
照
光
寺
住
職

・
副

住
職
が
加
わ

っ
て
の

行
列
が
内
池
の
通
り

を
練
り
歩

い
て

頂

き
、
大
勢
の
皆
さ
ま

に
見
送

っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

散
華
で
法
要
は
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
堀
田
師
に

よ
る
記
念
法
話
で
法

要
は
終
了
し
、
内
池

西
会
議
所

へ
席
を
移

し
て
、
お
斎

（と
き
）

を
参
詣
者

・
関
係
者

に
召
し
上
が

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

御
遠
忌
実
行
委
員

会
で
は
、
写
真
係
の

方
が
御
遠
忌
両
日
は

も
ち
ろ
ん
準
備
段
階

か
ら
そ
の
様
子
を
記

録
写
真
と
し
て
撮
影

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
来
る
五
月
四
日

（
日
）
に
照
光
寺
本

堂
に
お
い
て
写
真
展

御
遠
忌
の
慶
事
を

お
勤
め
す
る
の
を
機

に
、
次
の
寄
進
を
頂

き
ま
し
た
の
で
ご
披

露
い
た
し
ま
す
。

テ
ッ
ク

・
オ
カ
ザ

キ
社
長
、
岡
崎
晃

一

御
遠
忌
二
日
目
に

お
参
り
の
方
で
、
内

池
西
会
議
所
で
お
斎

（
と
き
）
の
席
に
着

か
れ
た
男
性
の
靴
が

二
足
間
違
え
ら
れ
て

示
を
行
い
、
希
望
さ

れ
る
方
に
焼
き
増
し

し
て
お
渡
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
法
要

・
庭
儀
お
練
り

（
稚

児
行
列
）

・
ス
タ
ッ

フ
の
ス
ナ
ッ
プ
や
集

合
写
真
が
出
来
ま
し

た
の
で
ぜ
ひ
お
越
し

下
さ
る
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

氏
よ
り
、
内
陣
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
四
灯
と

蛍
光
管
球

一
式
取
り

替
え
の
寄
進
を
頂
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
、
披
露
致

し
ま
す
。

困

っ
て

お
ら
れ

ま

す
。
お
心
当
た
り
の

方
は
照
光
寺
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

茶
色

（
２
７

ｃ
ｍ
）

と
黒
色

（
２
６
、
５

ｃ

ｍ
）
で
す
。

十
数
回
に

わ
た
る
実
行

委
員
会
を
重

ね
、
本
堂
内

外

の
整
備
を

施
し
て
迎
え

た
御
遠
忌
は
、
照
光

寺
門
徒
の
絆
を
確
か

め
る
得
難
い
良
縁
で

も
あ
り
ま
し
た
。

門
徒
各
位
の
準
備

と
運
営
に
結
集
し
て

い
た
だ
い
た
力
を
支

え
に
新
た
な

照
光
寺
の
五

十
年
を
皆
さ

ま
と
と
も
に

歩
ん
で
い
き

た
い
と
存
じ

ま
す
。

ご
門
徒
の

皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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今今今今
月月月月
のののの
ここここ
とととと
ばばばば

青青青青色色色色青青青青光光光光
黄黄黄黄色色色色黄黄黄黄光光光光
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～仏説阿弥陀経～

四
日

（
日
）
御御御御
遠遠遠遠
忌忌忌忌
写写写写
真真真真
展展展展
示示示示

・・・・
希希希希
望望望望
写写写写
真真真真
頒頒頒頒
布布布布
受受受受
付付付付

照
光
寺
本
堂
に
て

午
後

一
時
～
九
時

十
二
日

（月
）
世世世世
話話話話
方方方方
会会会会

午
後
七
時
半

十
七
日

（土
）
照照照照
光光光光
寺寺寺寺
ググググ
ララララ
ウウウウ
ンンンン
ドドドド
ゴゴゴゴ
ルルルル
フフフフ
大
会会会会

午
後

一
時
半

十
八
日

（日
）
御御御御
遠遠遠遠
忌忌忌忌
実実実実
行行行行
委委委委
員員員員
会会会会

午
後
五
時

二
十
～
二
十

一
日

（火
～
水
）
近近近近
江江江江
六六六六
組組組組
門門門門
徒徒徒徒
研研研研
修修修修
旅旅旅旅
行行行行

二
十
二
日

（木
）
協協協協
和和和和
講講講講
法法法法
座座座座.

午
後
二
時

二
十
五
日

（日
）
境境境境
内内内内
清清清清
掃掃掃掃

（奉
仕
）

午
前
八
時

二
十
五
日

（日
）
湖湖湖湖
東東東東
地地地地
区区区区
同同同同
朋朋朋朋
大大大大
会会会会

午
後

一
時
半

二
十
八
日

（水
）
おおおお
講講講講

当
番

四
番
組

午
前
七
時
半

三
十

一
日

（土
）
湖湖湖湖
東東東東
地地地地
区区区区
推推推推
進進進進
員員員員
のののの
集集集集
いいいい

午
後

一
時
半

五五五五
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

御
遠
忌
厳
修
ご
報
告
（
一
日
目
）

御
遠
忌
厳
修
ご
報
告
（二
日
目
）

御
遠
忌
記
録
写
真
展
示
と

頒
布
受
付
に
つ
い
て

御御御御
遠遠遠遠
忌忌忌忌
記記記記
録録録録
写写写写
真真真真
展展展展
示示示示
会会会会

◆
期
日

五
月
四
日
（日
）

午
後

一
時
～
夜
九
時
ま
で

◆
場
所

照
光
寺
本
堂
に
て

寄
進
披
露

お
た
ず
ね

一日目の法要の様子夢絃の皆さまによる演奏

大通りでのお練りの様子本堂での行道散華の様子



爽
や
か
な
初
夏
の
季
節
を

迎
え
、
境
内
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

や
花
壇
の
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の

花
が
綺
麗
に
咲
き
誇
り
、
百

花
繚
乱
の
季
節
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

ま
す
。
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